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第５章　リーディングプロジェクト
　塩竈の環境の改善に向けて、体系化された施策の方向ごとの具体的施策を計画的に推進してい
きます。そして、基本目標を達成するために優先的に取り組むべき施策や、市・市民・事業者が
連携して実施する上で特に重要な施策、塩竈らしさや塩竈の環境を特徴づけるような施策を「重
点施策」と位置づけ、重点的に取り組むこととします。
　また、計画の実効性を確保するため、計画
の期間（10ヵ年）を短期（初年度～３年度
程度）・中期（４年～６年度程度）・長期（７
年度以降）の３つの時期に分け、それぞれの
施策における概ねの実施時期を設定していま
す。

   重点施策１  　水に親しむ空間の整備

■  概　要
　市民が水辺に集い、安らぎ、水に親しむことができるような親水性の高い環境の整備をはじ
め、散歩コースや海を見晴らせる場所など、水と親しめる空間を広げていきます。
　また、既存の親水空間※の情報を市民・事業者と協力して集め、その情報を広く市民と共有し、
見過ごされている親水資源の利用を高めていきます。

■  施　策

※親水空間／川、用水路、池、湧水などの水辺に近づけて、水とふれあえる空間のこと。通常、水をとりまく樹木や
通路などの空間も含む。
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   重点施策２  　まちの緑の保全と活用

■  概　要
　市内に残された自然・緑の保全を、規制等に加え、市民の保全意識を高めるなど多面的に展
開していきます。
　また、公共施設の緑化を率先して進めるとともに、緑化協定の締結など、市民一人ひとりの
緑化への取り組みを呼びかけ、積極的に支援していきます。
　さらに、身近な公園・緑地の再生を目指し、市民の意見や参加に基づいて既存の公園の魅力
を高め、活用を図っていきます。

■  施　策
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   重点施策３  　歩いて楽しめるまちの創造

■  概　要
　鹽竈神社、中心商店街、親水空間等、市内にある拠点空間を歩いてまわれるように、遊歩道
や駐車場などの空間整備を進めていくとともに、市民・事業者の協力のもと、まちの魅力を再
発見し、それらの情報発信機能を充実していきます。

■  施　策



第
５
章

119

   重点施策４  　ごみの減量とリサイクルの促進

■  概　要
　ごみの減量・リサイクルを市民や事業者との協働により進めるため、目標を定めて計画的か
つ積極的に取り組みます。
　そのために、ごみの減量や分別の徹底などを市民や事業者に呼びかけていくとともに、事業
者による店頭回収や地域での集団回収など、リサイクルを促進するための主体的な活動を支援
していきます。

■  施　策
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   重点施策５  　再生可能エネルギー導入の推進

■  概　要
　まちの特性を踏まえつつ、現況調査や計画の策定など、再生可能エネルギー※導入の体制づ
くりを進めていきます。そして、太陽光パネルなどの再生可能エネルギーを庁舎や学校などの
公共施設へ計画的に導入していくとともに、浦戸諸島などにおいて、地域の特性を活かした再
生可能エネルギーの活用方法を検討していきます。

■  施　策

※再生可能エネルギー／エネルギー源として永続的に利用することができると認められるもの。再生可能エネルギー
は、資源が枯渇せず繰り返し使え、発電時や熱利用時に地球温暖化の原因となる二酸化炭素をほとんど排出しない
優れたエネルギー。太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、バイオマスなど。



第
５
章

121

   重点施策６  　環境に配慮した交通体系の整備

■  概　要
　中心部の渋滞を解消し、自動車交通量の増加に伴う環境汚染物質の排出を抑制するために、
JR駅や中心市街地を拠点とした市内循環バスや駐輪場の整備、市民等に対する自家用車利用
の抑制の啓発などの施策を一体的に展開し、公共交通機関の充実・活用を市民の声を取り入れ
つつ推進していきます。
　また、バリアフリーの推進や環境にやさしいバスの導入などを検討し、誰もが利用しやすく、
環境にやさしい公共交通の整備を進めていきます。

■  施　策
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   重点施策７  　身近な環境問題を改善するしくみづくり

■  概　要
　市民が環境問題に対し的確な判断や対応ができるよう、PM2.5や放射性物質などの情報を、
市民と共有できる体制をつくっていきます。
　また、景観計画に基づく景観形成の推進、美化活動団体への支援などにより、地域住民や事
業者が地域の美化などについて、官民一体となって取り組めるしくみづくりを進めていきます。

■  施　策
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   重点施策８  　地域の教育力を活用した環境学習プログラムの充実

■  概　要
　地域の自然・文化や環境活動に取り組んでいる人々など、地域の教育力を活用した環境学習
のプログラムを作成・充実し、学校における総合的学習の時間や社会・理科の学習に取り入れ
ていくとともに、生涯学習※としての活用も進め、まち全体の環境に対する意識の向上を図っ
ていきます。

■  施　策

※生涯学習／乳幼児から老年までのその人間の発達段階に応じて、学校教育・社会教育などの枠を越えて行う学習の
こと。基本的にはその人の自発的な学習活動が前提。
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   重点施策９  　環境情報の交流を進める基盤づくり

■  概　要
　誰もが環境に関する情報を入手・発信でき、化学物質などの新たな環境問題についても情報
がすみやかに伝わるような市民・事業者・市双方向での情報交流のしくみをつくっていきます。
　また、すべての市民が自らの興味・関心に応じて気軽に情報交流の場に参加し、意見が語ら
れるしくみをつくっていきます。

■  施　策
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   重点施策10  　市民・事業者の参加・活動を促し、支援するしくみづくり

■  概　要
　市民や事業者が環境活動に興味を持ち主体的に取り組んでいけるよう、啓発活動や情報提供
を市民と連携して進めるとともに、経済的な支援や学習機会の提供などにより、環境NPO・
市民活動団体等の活動を多面的に支援していきます。
　また、定期的な市民懇談会の開催や審議会など、市民が環境施策策定過程に参加できる機会
の拡大を図っていきます。

■  施　策
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   重点施策11  　環境配慮行動の推進

■  概　要
　市民や事業者のモデルとなるよう市が率先して実行計画をつくり、環境配慮に取り組むとと
もに、市民生活と地球環境の結びつきや、生活の中で環境に配慮して取り組むべきことを発信
していきます。
　そして、市民が日常的に環境配慮に取り組めるよう、行動指針の普及に努め、広く市民に環
境に優しいライフスタイルを呼びかけていきます。
　また、ＩＳＯ14001取得の推進など、事業者による環境活動を積極的に支援していきます。

■  施　策


